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■既婚者  

夫  平均結婚年齢  29.3歳    妻  平均結婚年齢  27.5歳 

 

■未婚者 

 

結婚したい年齢については、約 3割の方が「特に決めていない」という回答で、次に「３０歳まで」 

という回答が 27.1％となっている。 

「結婚したいと思わない」という回答が 12.5％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.3% 

27.1% 

6.3% 

2.1% 

2.1% 

29.2% 

12.5% 

14.6% 

２５歳まで         

３０歳まで  

３５歳まで 

４０歳まで 

４５歳まで    

結婚はしたいが、特に決めていない 

結婚をしたいと思わない 

その他 

問４ おいくつで結婚されましたか、又はおいくつまでに結婚したいですか。            

既婚の方は夫婦の結婚した年齢を記載し、未婚の方は次からあてはまる番号を一つ選んで○を

つけてください。 

n=118 

n=48 

※その他 
・バツイチ  
・２度の結婚離婚をして、今は考えていません。 
・離婚している 
・結婚できると思っていないです。 
・２６歳で結婚したが、その後離婚。 
・結婚しなくてもいい 
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 ■未婚者 

  

 全体では、「安定した雇用機会の提供」「夫婦がともに働き続けられるような職場の環境」「結婚や住宅

に対する資金貸与や補助支援」「結婚したほうが有利となるような税制や社会保障」の回答が多くなっ

ている。 

未婚者でみると、「安定した雇用機会の提供」「長時間労働の是正など自由な時間の確保」「特に支援は

必要ない」の割合が全体より高くなっている。 

25.3% 

1.8% 

7.1% 

47.6% 

47.6% 

44.7% 

45.3% 

21.2% 

18.2% 

2.9% 

男女の出会いの場の提供 

交際にあたってのノウハウを学ぶセミナーの開催 

結婚に関する相談 

安定した雇用機会の提供 

夫婦がともに働き続けられるような職場の環境 

結婚したほうが有利となるような税制や社会保障 

結婚や住宅に対する資金貸与や補助支援 

長時間労働の是正など自由な時間の確保 

結婚は個人の問題であるため、特に支援は必要ない 

その他  

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

22.6% 

3.8% 

7.5% 

49.1% 

35.8% 

34.0% 

43.4% 

24.5% 

28.3% 

1.9% 

男女の出会いの場の提供 

交際にあたってのノウハウを学ぶセミナーの開催 

結婚に関する相談 

安定した雇用機会の提供 

夫婦がともに働き続けられるような職場の環境 

結婚したほうが有利となるような税制や社会保障 

結婚や住宅に対する資金貸与や補助支援 

長時間労働の是正など自由な時間の確保 

結婚は個人の問題であるため、特に支援は必要ない 

その他  

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

問５ 結婚についてどのような支援があればよかった、又はあればよいと思いますか。     

次からあてはまる番号を三つ選んで○をつけてください。 

n=170 

n=53 

※その他 
・育児休暇等の環境が整っている。 
・もしも何かをしなければならないのならば、未婚者に限らず（特に出会いを意識しない）趣味を通じた
サークル等 
・町内での活動は知り合いの目が痛いです。 
・結婚したら受けられる社会保障の内容や基準などは学校や日常のなかでも教えてくれたりする場がない
ので、こういうセミナーや周知してもらうようなことをもっとしたほうが良いと思う。（結婚するメリット
をもっと出すとか） 
・出産に対する助成や支援の設定及び周知 
・町営住宅に住める環境 
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■未婚者 

  

 全体では、「雇用が不安定で経済的基盤が安定しないため」「経済的に家庭を持って生活していけるか

不安なため」「独身生活の方が自由なため」という回答が多くなっている。 

 未婚者で見ると、「経済的に家庭を持って生活していけるか不安なため」という回答が高い割合である

が、「結婚したいと思う相手になかなか巡り会わないため」「女性の経済力が向上したため」「結婚にメ

リットを感じないため」などが全体と比較して割合が高くなっている。 

44.1% 

47.1% 

39.4% 

27.1% 

20.0% 

28.8% 

18.8% 

22.4% 

28.2% 

15.9% 

2.4% 

雇用が不安定で経済的基盤が安定しないため 

経済的に家庭を持って生活していけるか不安なため 

独身生活の方が自由なため 

結婚観が変化し、未婚に対する世間の見方も変わってきた… 

仕事と家庭生活の両立が難しいため 

結婚したいと思う相手になかなか巡り会わないため 

結婚したいと思っても、出会いの場が少なくなったため 

女性の経済力が向上したため 

結婚にメリットを感じないため 

仕事や趣味を優先したいため 

その他 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

38.9% 

44.4% 

31.5% 

24.1% 

14.8% 

35.2% 

20.4% 

27.8% 

31.5% 

16.7% 

3.7% 

雇用が不安定で経済的基盤が安定しないため 

経済的に家庭を持って生活していけるか不安なため 

独身生活の方が自由なため 

結婚観が変化し、未婚に対する世間の見方も変わってき… 

仕事と家庭生活の両立が難しいため 

結婚したいと思う相手になかなか巡り会わないため 

結婚したいと思っても、出会いの場が少なくなったため 

女性の経済力が向上したため 

結婚にメリットを感じないため 

仕事や趣味を優先したいため 

その他 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

問６ あなたは、現在の未婚化・晩婚化は何が要因だと思いますか。               

次からあてはまる番号を三つ選んで○をつけてください。 

n=170 

n=54 

※その他 
・男性の社会的自立が低く、頼りがいがない等精神面の弱さ 
・出会いの場が少ないわけではないと思うが、仕事をしているとなかなか行けない。 
・結婚して子どもを作るよりも独身のほうがお金がかからない社会制度だから、子育てにお金がかかるとか（税
金など） 
・全部だと思うが、税金が上がったり結婚するメリットがあまり多くないと思う。 
・器の大きさ、女性のほうが大きくなりつつある。 


